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開発や技術移転を進める。原料は安価なトウモロコシ
副産物等を想定しており、耐性や生産性を備えた酵

酵母の育種では、得られた優良株を用いた発酵試験

母株の実用化により、低コスト・高効率なバイオ燃料

AlphaFold3によるタンパク質相互作用モデリングまで
を一体化し、薬剤の標的推定と作用経路の可視化を

遺伝子型―表現型相関の同定、さらには標的遺伝子
への変異導入により、高性能株の創出が可能となる。

耐性・発酵能力の表現型スクリーニング、雑種化と

実現する。これにより、精度の高い農薬設計や耐性
回避戦略の構築が可能となる。エタノール酵母育種

の法人化も視野に入れており、専門人材・研究者を
中心として社会実装を加速していく。実用化を視野に入れた体制が構築されている。

これらの技術はすでに複数の論文・特許により裏付
けられており、J-Peaks柏ラボを中核に、研究成果の

供給を支援する。将来的には大学発ベンチャーとして
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農薬標的同定・作用機序解明システム、抗真菌活性化合物のスクリーニング技術

燃料用エタノール高生産酵母株、酵母を用いた分子育種支援パッケージ
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を含む統合プラットフォームは、高精度な農薬設計や
既存剤の評価に活用される。一方、燃料用エタノール

される。農薬標的同定・作用機序解明システムは、
ルゲノミクス、RNA-seq、遺伝子ネットワーク解析、 農薬メーカーを対象とした1億円規模の受託案件とし

て展開予定であり、パスウエイ解析や相互作用予測

本プロジェクトの技術的強みは、酵母を基盤とする多

標的解明では、形態プロファイリング法を軸に、ケミカ
エタノール酵母育種の技術移転・製品化を軸に構成

 ４．事業展開

東葛テクノプラザ
　連絡先 Ｅ-ｍａｉｌ

においては、出芽酵母の胞子形成と一倍体取得、

層的な分子評価・解析手法の統合運用にある。農薬

　２．東葛テクノプラザにおける研究・事業開発概要

やスケールアップを通じて、バイオ燃料企業との共同

事業展開は、農薬開発支援の受託研究サービスと、


